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農業委員会新体制スタート︕ 会⻑挨拶
農家の皆様⽅には⽇頃より、農業委員会活動にご協⼒いただき厚
く御礼申し上げます。
昨年７⽉に農業委員会の改選を終え、農業委員１１名、農地
利⽤最適化推進委員９名が任命されました。新たな顔ぶれも加わり、
新体制での活動がスタートしております。
碧南市は温暖な気候と良質な⼟壌、豊かな⽔に恵まれ、⽣産性
の⾼い農業が⾏われています。地域農業を担う認定農業者は、167
名を数え、若い農業者も安定して就農されております。また、地域に
適して⽣産された農産物は産直はもとより市場でも⾼く評価されてお
ります。これは元気な碧南市の農業の証であると思っております。
今後とも活⼒のある碧南市の農業の発展のために、各委員と共に
農業委員会活動に努めてまいります。皆様のご協⼒をお願い申しあ
げます。
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令和６年２月
碧南市農業委員会
電話 95-9898

地区 町名 委員氏名

新川
六軒町 市古 昭子

田尻町 金子 さか江

大浜

前浜町 黒田 実

錦町 近藤 正孝

川口町 長谷部 実

棚尾
源氏町 永坂 男

若宮町 三島 孝二

旭
二本木町 藤浦 利吉

東浦町 山中 力四郎

西端
荒居町 神谷 昌明

三度山町 原田 孝司

地区 町名 委員氏名

新川 東山町 石川 清勝

大浜

西浜町 磯貝 孝弘

音羽町 加藤 浩孝

川口町 下島 良一

棚尾 棚尾本町 永井 是充

旭
栗山町 金原 節子

神有町 藤関 弘之

西端
坂口町 杉浦 孝明

半崎町 新美 康弘

氏名は５０音順（任期）令和５年７月２０日～令和８年７月１９日

（任期）令和５年７月２４日～令和８年７月１９日

碧南市農業委員会
神谷 昌明 会長
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令和４年度は、４名の⽅が新規就農されまし
た。２⽉の新規就農者激励会にて、 田市
⻑や神谷会⻑をはじめ多くの⽅々より盛⼤に激
励を受けました。将来の碧南の農業を担う皆様の
今後のご活躍を期待しております。地域の皆様よ
ろしくお願いします。

フレッシュ︕新規就農者
2023年２⽉１０⽇ 衣浦港湾会館にて

【質問】
①主な作物は︖
②趣味や興味のあることは︖
③農業について感じることは︖
④将来の夢は︖
(写真下)地域の皆さんへ⼀⾔︕

①⼤玉トマト、人参、玉ねぎ
②映画鑑賞
③⼤変だけどやりがいのある
仕事
④安定した収量をとれる農家
になる

①人参、玉ねぎ
②ドライブ
③やりがいのある仕事
④規模拡⼤

［⼤浜地区］ ［⼤浜地区］

①枝豆、ほうれん草、
小松菜
②ネモフィラ※栽培
③カロリーベースの⾷料⾃給率が
低いことや肥料、飼料を輸⼊に
頼っていることは非常にリスクがある
④機械化をさらに進める

①⽶、小⻨、⼤豆、イチゴ
②アクアリウム
③例年通りとはいかず難しい
④農業で充実した⽣活を手
に⼊れる

保険料額が自由に決められる積立方式・確定拠出型の年金です

税制面での優遇措置があります

終身年金です。仮に８０歳前に亡くなられた場合は、死亡一時金があります

一定の要件を満たす方には保険料の国庫補助があります

安心して入れる

メリットの大きい年金です！

［⻄端地区］［旭地区］

※ネモフィラ：和名「ルリカラクサ」。4～5月開花の１年草。
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令和５年４⽉１⽇に農業経営基盤強化促進法の改正により、従来の「人・農地プラン」が法
定化され、「地域計画」へと名称変更されました。それに伴い、１０年後に⽬指す地域の農地
利⽤を⽰した「⽬標地図」の作成が必須となりました。
令和６年度に実施する「地域計画」の策定及び「農業振興地域整備計画」の⾒直しに向け
た基礎資料を作成するため、調査票を同封しております。
対象は碧南市内の農振農⽤地に該当する農地を所有されている⽅です。農地毎に今後
（１０年後）の利⽤意向を確認し、碧南市の農地を誰が担い手となりやっていくかイメージした
⽬標地図を作成し、地域計画策定へとつなげていきます。これは将来の碧南市の農業の在り⽅
を決める非常に重要な調査となります。
必ず期⽇までに回答をお願いいたします。

【アンケート内容】
・農地の貸付に関する意向
・１０年後の農業経営に関する意向
・経営規模の拡大及び縮小に関する意向

今後のスケジュール

令和６年 ２⽉ 中旬 アンケートの発送
令和６年 ２⽉２９⽇ アンケートの回答期限
令和６年 ３⽉ アンケートの取りまとめ
令和６年 ４⽉〜 アンケートを基に⽬標地図の素案を

農業委員会事務局にて作成
地域計画作成開始



農地パトロールを⾏いました
農業委員会では、毎年８⽉〜１０⽉にかけて農地パ
トロールを実施しています。
市内の農振農⽤地を中心に、違反転⽤や遊休農地
の調査をしています。該当農地には、所有者に対して指
導⽂書を送付すると共に聞き取り等を⾏い、改善に向け
ての指導を⾏っております。
農家の皆様におかれましては、適切な農地管理をお願
いします。

令和５年度 要指導農地面積（㎡）
新川・⻄端地区 ２７,２６２
旭 地区 １２,２９８

⼤浜・棚尾地区 ２１,５２８
合計 ６１,０８８

令和４年度 要指導農地面積（㎡）
新川・⻄端地区 ３１,３４６
旭 地区 １０,５１６

⼤浜・棚尾地区 ３０,９６５
合計 ７２,８２７

賃借料情報 農業委員会では農地の賃借料情報の提供をしています。
昨年度の状況は下記のとおりです。農地の貸借価格の参考にしてく
ださい。

農地 最低価格 最高価格 平均額 件数
田 10,000円 16,000円 12,000円 247件
畑 14,000円 26,000円 20,000円 227件

※平均額は、１００円単位で四捨五⼊。平均値±（平均値×７割）を超えるものは
除く。使⽤貸借、ハウス等は除く。

編集後記
第１５回編集委員会

永坂男 （委員⻑）

石川清勝 （新川）

近藤正孝 （⼤浜）

永井是充 （棚尾）

⾦原節⼦ （旭）

新美康弘 （⻄端）
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令和4年度中の利⽤権設定
10アールあたりの賃貸借実勢価格

新型コロナが５類感染症に位置付けられ、社会活動が以前のように普通
に送れるようになってきたと思った⽮先に、戦争が⽴て続けに起こっています。
農家にとっては資材⾼騰、重油⾼が収まらず、異常
気象も重なって農業経営の厳しい時期が続いてます。
このような時こそ、農家は結束して安定的な農産物の
⽣産・出荷ができるように努⼒するべきだと思っています。
（M.K）


